
 

 

 

緊急調査 

新型コロナウイルス感染症による 

企業活動への影響調査結果 

 

 

 

 

 

令和 2 年 3 月 11 日 

蒲郡商工会議所 

 

 

 

調査目的 新型コロナウイルス感染症の拡大による市内事業者様への影響等を把握し、今

後実施すべき支援施策を検討するため。 

調査対象 242 社 蒲郡商工会議所 会員企業のうち景況調査対象企業 

回答数 103 社 回答率 42.5% 

調査期間 令和 2 年 3 月 3 日(火)～3 月 10 日(火）  

1



件数 ％

①製造業 42 40.8%

②建設業 8 7.8%

③卸売業 11 10.7%

④小売業 13 12.6%

⑤運輸業 5 4.9%

⑥情報通信・情報サービス業 0 0.0%

⑦宿泊・飲食業 15 14.6%

⑧金融・保険・不動産業 0 0.0%

⑨その他サービス業 6 5.8%

⑩その他 3 2.9%

合計 103

件数 ％

①0～5人 17 17.2%

②6～20人 35 35.4%

③21～50人 27 27.3%

④51～100人 9 9.1%

⑤101～300人 7 7.1%

⑥301人～ 4 4.0%

合計 99

現時点で既に影響がある。 56 55.4%

現時点で影響はないが今後影響が出る可能性がある 37 36.6%

影響はない。 8 7.9%

合計 101
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現在の影響 今後に影響

需要減少による売上の減少 39.8% 30.1%

中国など海外からの仕入遅延または困難 23.3% 14.6%

予約や受注のキャンセル 21.4% 9.7%

主催イベント・セミナーの中止・延期 22.3% 14.6%

資金繰りの悪化 14.6% 17.5%

国内の仕入遅延または困難 9.7% 24.3%

その他 5.8% 7.8%

取引先の事業停止や倒産 2.9% 13.6%

「その他」の意見詳細

現在の影響

パートタイマーの出勤

マスク不足。カーナビ欠品。

研修・会議の中止

国・県工事に対するコロナ発生時の工事中止

出張

商談の停滞・キャンセル

葬儀・儀礼の縮小による贈答品激減。

今後懸念される影響

国・県工事に対するコロナ発生時の工事中止

従業員やその家族が感染した場合生産量が減少する

春イベントの催行困難。

場合によって休業も検討

情報少なく不透明

本人及び家族への感染
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現在の対策 今後の対策

従業員への感染予防の注意喚起 65.0% 14.6%

マスク着用など接客対応マニュアルの徹底 47.6% 8.7%

店舗・社内の衛生設備・備品の追加 45.6% 9.7%

国内の出張や営業活動の自粛・縮小 37.9% 10.7%

海外の出張や営業活動の自粛・縮小 24.3% 3.9%

勤務時間短縮や休業など勤務体制の見直し 18.4% 17.5%

生産計画の見直し 16.5% 11.7%

商品・在庫の確保 13.6% 10.7%

その他 6.8% 2.9%

「その他」の意見詳細

現在の対策

会社全体での集会の中止

勤務体制の流動化

在庫見直し

手洗い励行

商品のマスクを社員へ提供

対応マニュアル。BCP改定。
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雇用や就業形態、働き方に関する対策 29.1%

金融支援・融資制度の拡充 27.2%

専門相談窓口での相談対応 21.4%

その他 4.9%

「その他」の意見詳細

感染情報の提供、衛生用品の確保

企業への補填

社員給与の女性、免税・減税

従業員の衛生管理対策

副資材等、不足物資（マスク等）の調達支援

3月度、４月度の予約・集客状況が0に近い状況。公的支援を知りたい。

これ以上自粛ムードは困る

コロナウイルス対策方法に関してネット配信（YouTube）等を用いて実施して欲しい。

サプライチェーンの混乱で仕入ができない。収束までの期間も不透明で売上減が加速。

マスク・トイレットペーパーなど衛生用品の品薄が続くと困る。

マスク・消毒の必要十分な確保。休業補償も同様。

愛知県のコロナウイルス情報をリアルタイムで知りたい。

自粛要請の有無に関わらず企業に対し支援を期待する。

取引先の感染対策で商談が停滞。蒲郡市の感染者報道でさらに影響が出る。

春節時の中国からの流入に対する早期水際対策が不十分だった。今後は十分な対応を。

消費税増税・ウイルスの二重苦。金融支援・相談窓口が必要。

早く収束する事を願うばかり。

中国生産の停滞で中期的に様々な資材が不足する懸念あり、情報提供が必要。

適正価格でのマスク消毒液など衛生管理物が入手困難。

旅行会社・バス会社の倒産が相次ぐ。観光業界は東日本大震災以上の危機的状況。

無意味な恐怖心を持たないようコロナの性格な知識を広めて欲しい。

症状が軽い場合と重い場合では必要な対応を。

得意先業界で需要変動はない見込みだが、3～5月が商品入替の繁忙期で従業員の健康管理が懸

念材料。
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